
実り多い一年であるためには？ 
新年あけましておめでとうございます！ 
今年もフリップジャパンをよろしくお願いいたします。


新年第一号ですので、お互いの新しい一年が実り多い一年であるために
は、どのようなことを大切にしていく必要があるのかを一緒に考えたい
と願っています。


そこで先ず、いつものように１つの質問をさせて下さい。 
Q.あなたは2019年でどんな実を結びたいと願っていますか？ ちょっと
考えてみてください。  
何を手に入れたいと願っていますか？ どんな成果や成功を得たいと
願っていますか？ 
お子さんに対してどんな期待を持っていますか？どうなって欲しいと願っ
ていますか？


如何でしたか？ 
人それぞれ様々な実を結びたいと願っていると思います。  
仮に、今あなたが思い描いた実に対して、あなた以外の人が、「その実
はどうかな？」とか、「そんな実を結んでも意味がない！」と言ったと
しても、第三者があれこれ言う権利は無いと思います。


例えば、私は、昨年から海釣りにハマってますが、30㎝以上の魚を釣っ
てませんので、今年は30㎝以上を釣ってみたいと思っています。そのた
めにお金と時間と労力を使うことになると思います。釣りに興味のない
人にとっては、全く理解できないことだと思います。人それぞれだから、
それで良いのだと思います。


しかしながら一つだけ注意する必要があることは、お互いは、自分が今
年結びたいと願っている実にある意味コントロール（支配）されてしま
う可能性が高いということです。


「簡単に猿を捕まえる方法」～欲深い愚かな猿の話～という有名な例え
話があります。 
猟師が壷の中に猿の好物を入れておきます。壷の口は、猿が手を開いた

状態で入るが握った状態では抜けない大きさになっています。その壷を、
ヒモで近くの木に結び付けます。 
猿が壷の中に好物があるのを見付け、手を入れて中身を掴みます。しか
し握った状態では手が膨らんで抜けません。握ったものを放せば抜けま
すが、猿は欲張りなので絶対に手を開きません。 
そこに猟師が来ても手放さないので、捕まえられてしまいます。愚かで
すね～。 
という話です。※実際の猿は賢いので、こんな方法で捕まりません。


この例え話には、この一年を実り多い豊かな一年にするために必要な教
訓があるように思います。 
それは、私たちは自分が結びたいと願う実に、良いも悪いも、この一年
コントロールされる可能性が高いということを十分に理解した上で、結
びたいと願っているものがそれほど価値あるものかどうかを見定める必
要があるということです。そこでまた質問です。


Q.あなたが今年結びたいと願っている実は、あなたの人生を委ねるほど
に価値あるものですか？ ※一度時間をとってじっくりと考えてみてください。


人生の指南書 聖書には『人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の
命を失ったら、何の得があろうか』という言葉があり
ます。 
お互い自分が結びたいと願っているもので、自分の
命やかけがえのないものを失うようなことがない
ように注意したいものですね。 
欲深い愚かな猿の話が、欲深い愚かな人間の話
にならないようにしたいものですね。


フリップジャパンでは、今年もお互いの「い
のちの輝き」が増していくようにと願っ
ています。そのために様々な機会を
提供していきたいと計画しています。
 
この一年もよろしくお願いいたしま
す。
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Happy New Year! 
Flip Japan wishes you and your family a very Happy New Year! We look forward to serving you in 2019!

Peter Thomson 
English Teacher

Kazumi Fujii 
STAD Teacher

Wendi Thomson 
English Teacher

Keishi Fujii 
Grow Life

Andy Douglas 
Coming very soon!!!

Qdee Robots are coming to Flip this spring! 
Let’s have fun together exploring the world of robots and programming! Starting this 
spring, Flip will offer special English immersion opportunities. Students and teachers will 
work together (English only!) to build and program simple robots. A child can bring to life 
whatever they envision - a tank or a unicorn, a rover or a dinosaur, an assistant or an 
explorer - through technology and inspiration. It’s DIY fun in English!


